
Ⅱ 市民の健康の現状と課題
（「のしろ健康２１計画」の 年度データによる最終評価及び 年度「市民健康意識調査」結果他）

１．人口動態

（１）人口構成

●平成 年の 歳以上人口割合は で、全国１位の秋田県割合 を

上回る。 （ 年国勢調査結果）

（２）出生・死亡

●平成 年の出生率は人口千人対 で、全国 位の秋田県出生率を 下回り、

死亡率は で、全国１位の秋田県死亡率を 下回る。 （衛生統計年鑑）

人口構成 （平成 年国勢調査結果）
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・平成２２年悪性新生物（がん）死亡率は、全国で最も高い秋田県平均を上回る。

・悪性新生物（がん）死亡者は、 歳代から増加傾向。

・悪性新生物（がん）の主な部位別死亡は、胃、気管・肺、大腸の順となっている。

３．生活習慣状況

（１）栄養 食生活

●適正体重の維持

・ ～ 歳代男性の肥満者割合が で、 年度の からやや増加。

（ 年度健診受診者）

●適切な量と質の食事

・小皿３皿以上野菜を摂取する者の割合は で、 年度の から

やや減少。 （ 年度健診受診者）

・朝食欠食者割合は で、男性は 代 、 代 と多い。

朝食を欠食する人の割合 （ 年度市民健康意識調査）

（３）平均寿命

●平成 年の県内順位は、男性女性とも 位。

（４）要介護認定者

●要支援・要介護者は、年々増加傾向にある。
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（高齢者福祉計画）

２．主な疾病状況

●三大死因死亡率

・悪性新生物（がん）・脳血管疾患・心疾患による死亡者は、合計で全死亡の約６割。

（衛生統計年鑑）

平成 年平均寿命（完全生命表） 注）合併前の旧能代市データ

男性 女性 男性順位 女性順位

全 国

秋田県 全国 位 全国 位

秋田市 県 位 県 位

能代市 県 位 県 位

平成 年健康寿命

男性 女性 男性順位 女性順位

全 国

秋田県 全国 位 全国 位
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・運動習慣のない者は、「忙しくて運動する時間がない」割合が で最も多く、

「どのような運動をすればよいかわからない」割合は 。

（ 年度市民健康意識調査）

●健康づくりの実践行動化

・実践してみようと思う条件としては、「気軽にできる」が と最も多く、

次いで「自分に合った健康づくりを見つける」 、｢楽しくできる｣ 。

（ 年度市民健康意識調査）

●日常生活歩数

・健診受診者では、日常生活歩数 歩以上が男性 、女性 と

なっているが、意識調査結果では、 日 歩以上歩く者の割合は 。

（ 年度健診受診者）（ 年度市民健康意識調査）

・食事や栄養に気を付けている者の割合は 。

このなかで野菜をたくさん食べるようにしている割合は 、塩分控えめの

割合は と比較的多い反面、「必要な栄養量を知っている者」は 、

「栄養成分表示を見る者」は と少ない。 （ 年度市民健康意識調査）

（２）運動 身体活動

●運動習慣

・運動習慣がある者は で、女性では 代 、 代 と少ない。

（ 年度市民健康意識調査）
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３．疾病の早期発見 早期治療

●健（検）診受診率

・特定健診 、がん検診は胃 、大腸 、肺 、乳房

子宮 で改善傾向にあるが、目標 ％には届いていない。（ 年度健診受診者）

・健康のために行っていることでは、「食事 栄養」 「休養 睡眠」

「運動」 に次いで「定期健診」 となっているが、「定期健診」は、

は ～ 代女性が と少なく、比較的多い 代以上でも男性 、

女性 。 （ 年度健診受診者）（ 年度市民健康意識調査）

（３）休養 心の健康

●自殺死亡率

・自殺死亡率は 年 、 年 となっており、年代別では県平均と比較

して 歳 歳代が多い傾向にある。（衛生統計年鑑）

●心の健康維持

・ が、睡眠による休養が十分にとれていないと回答。

（ 年度市民健康意識調査）

（４）たばこ

●喫煙率

・喫煙率は で、男性が 、女性が となっており、喫煙者の

が「やめたい」「減らしたい」と回答。 （ 年度市民健康意識調査）

（５）お酒

●多量飲酒者

・毎日飲酒する者の割合は男性 、女性 で、飲酒する者のうち 日３合

以上の多量飲酒者割合は、男性 、女性 となっている。

年死因では肝がん 人、肝疾患 人となっている。

（ 年度市民健康意識調査）（衛生統計年鑑）

（６）歯 口腔の健康

●年少期のむし歯

・３歳児のむし歯のない者の割合は で、目標の に届いていない。

（ 年度健診受診者）

・ 歳児の一人平均むし歯数は 年 本で、目標の１本未満に届いていない。

（県むし歯に関する資料集）

- 8 -



３．疾病の早期発見 早期治療

●健（検）診受診率

・特定健診 、がん検診は胃 、大腸 、肺 、乳房

子宮 で改善傾向にあるが、目標 ％には届いていない。（ 年度健診受診者）

・健康のために行っていることでは、「食事 栄養」 「休養 睡眠」

「運動」 に次いで「定期健診」 となっているが、「定期健診」は、

は ～ 代女性が と少なく、比較的多い 代以上でも男性 、

女性 。 （ 年度健診受診者）（ 年度市民健康意識調査）

- 9 -



Ⅲ 目標指標の設定

１．市民の健康の現状と課題に関連する指標
＜項 目＞ ＜区 分＞ ＜説 明＞

●健康寿命

（⇒生活に支障なく健康に暮らせる期間の平均） 健康状況 （健康寿命は都道府県比較）

●がん標準化死亡比注 ） 健康状況 （最終の本質的成果）

●脳血管疾患標準化死亡比 健康状況 （最終の本質的成果）

●心疾患標準化死亡比 健康状況 （最終の本質的成果）

・高血圧（ ～ 歳男女別）

（⇒収縮期血圧の平均値） 健康危険因子 健診受診者データ

・脂質異常（ ～ 歳男女別）

（⇒ 以上の割合） 健康危険因子 健診受診者データ

・メタボ予備群・該当者の割合 健康危険因子 健診受診者データ

●糖尿病発症予防と重症化予防

・糖尿病有病者

（⇒ が受診勧奨値 以上の者の割合） 健康危険因子 健診受診者データ

●ＣＯＰＤ（慢性閉塞性肺疾患）認知度 健康意識 市民アンケート

注 ）標準化死亡比：全国並みの死亡状況であった場合の死亡数に対して、実際の

死亡数がどの程度か全国の死亡率を標準（ ）として指標化

したもの（人口 万人未満の地方自治体の指標として活用可能）

２．健康づくりとがん対策としての取組に関連する指標
（１）栄養・食生活

●年少期からの健康習慣

・肥満傾向にある子ども（小学生）

（⇒男女別肥満度 以上の割合） 健康状況 学校保健統計

・三食を必ず食べている子ども（小学 年生）

（⇒朝食を毎日食べる子どもの割合） 行動変容 学力学習（ﾗｲﾌｽﾀｲﾙ）調査

●高齢者の身体機能の維持

・低栄養傾向の高齢者（ 以下の割合） 健康状況 健診受診者データ

●適切な量と質の食事をとる人

・主食・主菜・副菜を組み合わせた食事が

日 回以上ほぼ毎日の者の割合 行動変容 市民アンケート

・食塩摂取量（ 未満）

（⇒塩分を控えめにしている者の割合） 行動変容 市民アンケート

・野菜と果物の摂取量（野菜 以上）

（⇒野菜をたくさん食べるようにしている者の割合） 行動変容 市民アンケート

●食環境の整備

・食品中の塩分や脂肪の低減に取り組む

飲食店の数 環境改善 食の健康づくり応援店

（２）身体活動・運動

●年少期からの健康習慣

・運動やスポーツを習慣的にしている

子ども（小学 年生男女別）

（⇒子どもの１週間の運動時間） 行動変容 学力運動（ﾗｲﾌｽﾀｲﾙ）調査

健康のために行っていること

健康のために行っていること（年代・男女別）

●生活習慣病の危険因子

・高脂血症者男性 、女性 、高血圧者男性 、女性

と生活習慣病予備群者が微増傾向。 （ 年度健診受診者）

- 10 -




